
Vol. 74No. 4 研究年報『経済学』（東北大学） March 2014 

中世・近世イングランドにおける手工業の展開

ー一都市史の視角

J l l 名 洋＊

Abstract 

Urban industry became the driving force of precocious economic progress in England up to the age of the 

Industrial Revolution and beyond. The economic advantages of an urban setting for industrial production were 

evident with access to intensive commercial activities and a large pool of skilled and unskilled labour. It was no 

coincidence that productive industries, the cloth trade in particular, were concentrated in towns of various sizes. 

However, our understanding can be further enriched by analysing them in the much wider social context of civic 

society. The pursuit of good governance in corporate towns not only gave birth to complex socio-economic 

organizations, such as craft guilds, but also helped manage the diffusion of technique through the enforcement of 

apprenticeship. Moreover, the industries'reliance on the female and immigrant elements of the workforce indi-

cates significant areas of'informality'spread throughout the urban economy. The development of handicraft 

industries, therefore, had much to do with the emergence of'formal'and'informal'spheres in corporate towns, 

and can be regarded as a significant phase of Urban History as much as that of Economic History. 

I. 工業と都市の歴史的関係

農業社会から工業社会への移行は人類の暮ら

しぶりを決定づける大変革であった。どこより

も早く工業人口が増加し近代社会への道を開い

た経済先進国の歴史は，秩序なしでは成りたた

ぬ経済と杜会に共通の柱石が立ち現れる様子を

つまびらかにする。本稿はその歴史へ都市史の

観点から接近してみたい。工業化により起こっ

た本質的変化は，技術革新や設備投資がもたら

＊ 東北大学大学院経済学研究科教授

本研究は， 日本学術振興会科学研究費・ 2011

~2013年度「挑戦的萌芽研究」の成果の一部

である。

1) 19世紀後半における工業化を「都市」の視

点からとらえる方法については， Reederand 

Rodger (2000)；安元 (2009) を参照。

した急激な経済成長の歴史であっただけでな

く，「都市の歴史」でもあったからである叫

しかし，都市史に注目する理由はそれだけでは

ない。実際のところ工菓は本格的工業化以前か

ら都市に定着していたが，近代工業との接点が

みえにくいため，その展開の歴史的意味につい

ては，都市そのものの史的文脈に沿って考察す

る方が掴みやすいと考えられる凡

工菓と都市との史的かかわりを想定すること

は両者の進む方向性や歴史的意義に鑑みれば

2) 産業革命の象徴となる工場制工業の成立に

は，公的保護と慣習に準ずる雇用と労働に対す

る伝統的価値観の転換を必要とし，その意味で

固定資本の比重が高まる生産組織上の変化は，

実は根深い社会的文化的変質を伴っていたこ

とがわかってきた。産業的モラル・エコノミー

の克服に関する詳細な実証研究については坂

巻 (2009) を参照。
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それほど困難ではあるまい見盛衰を繰り返す

工業と都市はいずれも，「産業革命」よりはる

か以前からイングランド経済発展の度合いを示

す歴史のバロメーターであった。王国の人口が

増える 12~13世紀には，原料加工業が国内外

の需要を満たす産粟として日立つようになり，

それに応じて都市の規模と数はいずれも大きく

なっていく。織物の生産を中心に同国の工業が

伸びる 16世紀以降他のヨーロッパ諸国とは

異なり，イングランドは都市の勢力を維持し続

け産業革命期に突入し， どこよりも早く都市の

人口が農村人口を上回る状態に辿り着く 4)。

工業と都市の歴史はいずれも，経済社会の質

を左右する独特の政治的環境を浮彫りにする。

両者はいずれも地方の経済資源と人材を巧みに

国の利益のために活用する公の仕組みづくりと

密接に関わっていたからである。職の種類と屈

用の機会を共に増やす工業の営みは，社会秩序

を崩壊させまいとする王権や議会 (Parliament)

の関心の的となっていく。逆に，王権や議会の

支持を得だ法のお墨付きは，工粟の発展に必要

な製品の規格化や流通の制度化に欠かせまい。

一方，中央の施策を先取りしながら王権と対峙

し地方統治の要として機能した自治都市もま

た，王国秩序を支える重要な足場を築く。たと

えば，市長が治安判事を兼ねるという役割は，

軽犯罪取締りから救貧にいたるまで幅広い任務

を中央政府の命に沿って都市コーポレーション

（都市自治体）が取り仕切ることを意味していた。

立場の違いを容認する社会的プルーラリズム

を原動力とする点でも工業と都市の歴史は共通

していた。「工業化」を推し進める開拓精神と

個人主義との相乗効呆を，啓蒙思想家らが見出

していたことは周知の事実である凡生産量の

3) ここで「工業」とは，工場制機械工業に限

らず食品加工業や手工業を含む広い意味での

非農業的生産活動を指す。

4) Lees (2000), 67-8, 70; Wrigley (2010), 59-68. 

5) Smith (1961 [1776]), 11-13, 15-18. 

増加やプロダクト・イノベーションの追求は，

物質の所有欲に価値を求め社会の階層や性差に

よる違いを顕示しうる消費行動の広がりとも関

係していた凡一方，「都市」において独特の

共同社会が模索されるのは農業を離れ多様な

職種に分散した人々の複雑な利害関係の調整が

不可欠になるからである。また，都市経済は，

生産・流通に欠かせない人材の出入りを許容す

る開放性を必要とする。ビジネスを制御しつつ

経済的利益が公共の利益へ昇華するよう促す公

権力が活きるのは，新技術と情報を呼込み，人

と物流のネットワークづくりの環境を整えるそ

の働きがあるからに他ならない叫

このように，工菓と都市双方に備わる経済推

進力は社会を変える原動力であり，そうしたダ

イナミズムは両者に共通する史的所産として残

された。そこから工業を「都市史の視角」でと

らえ直し，経済と社会との相互作用を再現する

舞台を提供することができる。まず，次節では，

工業と都市の重なり具合をイングランド都市史

に沿って概観し，続く第3節では，両者の重な

りから見えてくる都市工業の社会的意味につい

て評する糸口を探りたい。

II. 工業発展と都市の発達

1. 都市工業の芽生え

交通手段が乏しい時代には，都市への人口集

中が進む結果，食品や生活用品の生産がその地

で活発化するのは自然の成り行きと言えよう。

例えば， 8世紀から 10世紀にかけて，木材や

陶器，皮革を扱う職業がイップスウィッチ，グ

ロスター， リンカン， ヨークですでに存在して

いたことが考古学の調査により明らかにされて

いる。また， 1086年に出されたドゥームズデ

イ検地帳からは，チェスターやヘレフォードに

パン屋や醸造業者がいたことがわかり，バリ・

6) Burg (2005), 205-46; Riello (2006), 39-42, ch.3. 

7) 川名 (2010),302-13. 
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図1 中世・近世におけるイングランド都市8)
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セント・エドマンズに職の痕跡を残した 75名

それぞれの職種が，仕立屋，製靴工，パン屋な

ど多様であったことも確認できる。証拠は断片

的ながら，その後の経済の伸びを予期する如<,

ィングランド都市の加工業者の数と種類は増加

傾向にあったと考えられる凡

8) 本稿で引用された都市名を記載する。 9) Miller and Hatcher (1995), 8-9. 
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しかし，加工業者が都市に集中する時期を正

確に特定するのは難しい。なぜなら，加工業の

傍ら農業を営む者は依然として多く，職への特

化がまだ希な時代に，一つの都市に限ってもそ

の産業構造を正しく再現するのは容易ではない

からだ。加工業の集積を示す証拠が乏しいのは，

職の専門性が未発達であったことに原囚がある

と考えられる。その後， フリーメン登録簿やギ

ルドの規約など職に関する都市文書が残される

ようになると，食品加工業，織物工業，皮革菓

といった主要な産業だけでなく，金属加工業や

建築業に就く都市民の職業的地位がわかるよう

になる 10）。なかでも注目される業種は，主に生

産地域を越えて国内外に広がる不特定多数の

人々の需要に応える製品加工業であろう。織物

工業はまさにその典型であった。

織物工業の優位性には理由がある。もともと

大きな需要を見込める衣服や寝具の材料となる

だけでなく，織物業には優れたファッション性

を伴う付加価値製品市場を生み出す特質が潜在

的に備わっていたからである。手頃な奢修品が

限られていた時代に貴重となるその特質は，術

示的消費意欲が高まる近世に入り，消費社会へ

の道のりで際立つことになる11)。さらに，比較

的軽量な繊維製品には，輸送手段が限られその

費用の節約も難しい時代に遠隔地へ運び利潤を

生む優れた商品価値を期待することができた。

では実際のところ，織物工業は，国内の主要都

市の興隆にどう影轡したであろうか。

羊毛の輸出国であったイングランドが， 1500

年までには，半完成品にまで仕上げた毛織物を

生産する工業製品輸出国へと発展していく経緯

10) 例えば． ヨークの手工業者に関する研究に

ついては，Swanson(1989) ch.2-8と酒田 (1991),

110-20を参照。

11) 1770年のイングランドにおける工業付加価

値全体の約46％が，織物工業によってもたら

されていたという試算もある。 Berg(1994), 

138. 

はよく知られている。羊毛市場の開設やその運

営状況が記された行政文書から輸出産業におけ

る都市の役割がわかるように，文書を頼り毛織

物工業と都市機能との関係を見極めようとすれ

ば，同産業の利益を集中させたい各都市の意図

を汲む織物規格統一法 (clothassize)が制定さ

れる 12世紀末までは遡ることができるであろ

ぅ］2)。各都市の産出量が正確にわかる史料はな

いものの， 14世紀後半における毛織物輸出の

伸びが，交通の要衝を占め技術が集中する都市

の優位性を高めたと考えてもおかしくはない。

事実大陸航路へ出やすいイングランド東海岸

付近の都市だけでなく，ウィンチェスター，カ

ンタベリー， コヴェントリー， リンカン， ヨー

ク，ウェルズ，バースなど内陸の都市において

織物工業が盛んになったとする積極的解釈が示

された。 15世初期にソールズベリでは，市内

に住む 14歳以上の男性全体の 25％が毛織物工

業にたずさわっていたという 13）。こんなところ

にも，工業の発達と都市化の重なりを見ること

ができる。

周知の如く，織物工業は都市だけでなく農村

でも広く営まれていた。イングランドでは， 13

世紀に流れの速い河川を利用した縮絨用水車が

農村地帯に多くつくられた結果，地方都市の毛

織業は，縮絨工程を合理化するこの技術革新に

よって徐々に衰退したと論じられた14）。しかし，

毛織物の生産量の推移を正確に把握できる史料

が乏しいという制約の中で，中世毛織物工業の

基盤を都市と農村のどちらに置くかをめぐり見

12) Bridbury (1975), 5.イングランド産羊毛の輸

出に不可欠な流通拠点の様子は． 11世紀以降，

フランドルやイタリア北部向けの輸出の伸び

に合わせて設置された公の羊毛市場の記録や，

かかる市場を管理するマーチャント・ギルドの

文書に記されている。例えば， Bateson(1899), 

xxxi-iiを参照。

13) Bridbury (1982), 49-52, 65-9; Swanson 

(1989), 27, 29. 

14) Carus-wison (1954), ch.4. 
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解の一致を求めるのは難しいであろう。という

のは，前述のように，縮絨の工程に必要な高い

技術を持つ職人の他に資本力と流通のノウハウ

を兼ね備えた商人も集まる都市の優位性が完全

に失われることはなかったからである。

人口増を見込めず織物輸出も安定しない 15

世紀は，イングランドの諸都市にとって経済的

に難しい時代とされる。しかし，その一方で，

より質の良い織物に対する国内需要が高まるな

ど，都市の手工業者には有利な状況がつくられ，

実際には都市の毛織物工業は一律に衰退したわ

けではない。例えば，前述のソールズベリのよ

うに安定した織物工業都市もあれば，問題を抱

えていたヨークやベヴァリー， リポンに代わっ

て伸びるリーズやハリファックスのような新勢

力も見られた15)。1400年からの100年間，ノリッ

ジ (Norwich) でフリーメンの資格を得た都市

民のうち織物工業関係の職種を登録名に選んだ

者の 10年ごとの割合は，平均 19%から 28%

の間で推移した16)。バークシャのニューベリは，

大陸市場向けのカージー織の産地として栄え，

その勢いは同市へ労働力と原材料を供給した近

隣農村の人ロ・社会構遮の変化からも推し量る

ことができるという 17)。イングランド経済を下

支えした小都市群の中には，ストラットフォー

ド・アポン・エイヴォンのように毛織物工業を

あきらめ奢1多品市場へ経済基盤を移した地があ
る一方で，ブラッドフォード・アポン・エイヴォ

ンやトロウブリッジ，ウェイクフィールドなど

のように毛織物工業でうるおった小都市も例外

ではなかった18)。

毛織物工業の成長にあやかり上向くイングラ

ンド都市経済においで注目されるのは，定住す

る織布工や仕上げエの増加という量的指標に留

15) Palliser (1988), 17; Britnell (2000), 317-9. 

16) Bridbury (1975), 49. 

17) Yates (2007), Chap. 2-3. 

18) Bridbury (1975), 44-7; Palliser (1988), 17; 

Dyer (1997), 53, 55-9. 

まらない。織物工業のような輸出型産業には，

必要な労働力や物流・金融の仕組みを，資本の

大きさがものを言う経済へ適した規模と水準へ

引き上げていくその外部効果に経済史的意義が

あるからだ。雇用と職種の増加は，分業を基礎

に伸びる毛織物工業のわかりやすい経済効果で

あろう。さらに，工業原材料への投資の増加は，

原料調達に不可欠な市場システムの発展だけで

なく，資金の融通に便利な為替手形の普及を促

すなど，後に顕著となる金融技術の発達に寄与

した19）。これらはいずれも都市に顕在化する経

済史の水脈である。換言すれば，職の多様化，

流通システムの発達，信用というビジネス・カ

ルチャーの定着など近代経済へ向かうそれぞれ

の緩流に，都市を源泉として位置づけたことに

こそ，織物工業の成長の真の作用が明らかにな

るのである。後知恵を借りて見れば，この国で

芽吹く織物工業都市の様子は， こうした歴史の

流れを束ねつつ，設備投資の比重が高まる 18

世紀以降の本格的な工業化では当たり前となる

「都市への産莱集積」の前触れととらえること

ができるであろう。

2. 都市工業の展開

近世 (16~18世紀）に入ると，工業と都市

とのかかわりはより密接になっていく。この時

期のイングランド産業は当時の国内外の需要に

応じてさらに非農業型ヘシフトしていくからで

ある。 16世紀前半に目だったのは主に輸出用

の未仕上げ毛織物の生産であったが， 18世紀

には綿，絹，麻を用いた多種多様な織物製品

19) Boulton (1980), 301-5; Swanson (1989), 

Ch.10.商業化について川名 (2012)を参照。最

初の工業国特有の，資金の地域的偏在の問題を

克服すべくロンドンを中心に発生した金融仲

介業者と割引市場の源流は， 15世紀イングラ

ンドの毛織物貿易に利用されようになった為

替手形の普及に求めることができるという。鈴

木 (1998),25-30, 43-7. 
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に加え，鉄や銅製品，ガラス製品，陶器など幅

広い消費財の生産が各地で活発になる。しかも，

それらの多くが国内市場で捌かれていた。靴や

革製品への需要増を背景に皮革の生産部門も際

立つようになる。とりわけ都市では，それまで

になく整った住環境の流行に適う建築の重要性

が高まりを見せる20)。つまり，この時期イング

ランドでは人口増加と都市への人口集中，と

りわけ工業サービス業従事者の増加と所得の

上昇により必然的に増える消費財需要に応えて

国内市場向け工業生産が促されるという，初期

の工業成長のパターンが製品の多様化を伴って

再び大規模に浮上するのである21)。

外国貿易もイングランドの工業へ大きなイン

パクトを与えた。ヨーロッパの経済を「産業革

命」に導く近世のエ菓化といえば安価な農村

労働力を駆使し海外市場向け生産の拡大を図る

「プロト工業」が想起されるであろう。イング

ランドの場合，徐々に膨らむ海外需要の恩恵に

あずかったのは都市製造業も同じであった。さ

らに，都市工槃史の文脈で重要なのは，外国製

品の流入に刺激されめまぐるしく移り変わるイ

ングランドの国内消費市場の動向である。近世

消費社会の研究は過去四半世紀にわたる蓄積が

あるが，消費量の増加や求められる消費財の質

の変化にとどまらず，最近ではそれらを受け

て伸びる小売り販売や生産部門に表れる創意工

夫の歴史に注目が集まる。主にアジアの植民地

から届く陶器，漆器，絹，キャラコなどへの消

費意欲が強まると，それらの模倣品の生産が始

まるのだがそこで日を引くのは，外国商品を

ベースに本国市場に合わせ新たな技巧，デザイ

ン，利便性が加わり，真新しい商品が開発され

るというプロダクト・イノベーションの実践で

あった。上向く生活水準洗練された消費者の

嗜好に合わせて新市場が開拓されるという，生

産と販売における「小さな技術革新」の積み重

20) Clarkson (1971), 77, 80-4, 114-6. 

21) Wrigley (2010), 66, 68, 127-38. 

ねこそ，当該時期イギリスの「工業化」の核心

であったというのである22)。製造業が民間の活

カでまず組織化され，それを後から公式化する

というイングランド都市では伝統的な社会形成

のあり方は 18世紀に入っても繰り返される。

すなわち，国内の工業技術促進を組織的に奨励

したソサエティ・オブ・アーツ (theSociety of 

Arts)がそうであったように，海外物産（とく

に東アジア）を模倣し， 自国の製造に特許を付

与し，商品化するイミテーション主体の「産業

モデル」が推進された。こうして，特許権や最

新製品情報の取得を目指す製造業が，都市に展

開することになる23)0

こうした産業の一連の変化は，市場に直結す

る都市経済の優位性をそれまで以上に引き立た

せた。どこよりもその優位性が裔かったのはロ

ンドンの経済であった。 1520年にはおよそ 5

万5千人程度だったロンドンの人口は 1800年

にその数は 96万人に達し，首都ロンドンは，

比較的高い平均賃金に裏付けられた有効需要の

高まりを背景に国内最大の消費市場で賑わい，

東インド会社の本部が置かれるなど拡張する外

国貿易の拠点にもなった24）。こうした経済の膨

張ぶりと産業の新たな展開とが結びつく鍵は，

首都が得意とする情報経済の発達にあった。 17

~18世紀にかけてイングランド製銀食器の需

22) Styles (2000), 132-1; Berg (2005), 87, 89, 

92. 

23) Styles (2000), 129. 18世紀における特許申請

と認定の手続きでは独創性について厳密な基

準が適用されていたわけではなく，また，実用

化された発明の中には，正式に特許の申請がな

されなかった例も数多く含まれていた。産業的

発明件数の増加には流行や嗜好の変化への対

応や新製品市場の開拓意欲の高揚など生産者

側の論理も重要であり，国策や知的所有権の制

度化が増加の主要因と断定できるわけではな

い。 Griffiths,Hunt, O'Brien (1992), 887-8, 893-

4,896,898. 

24) Wrigley (2010), 64-6 ; Allen (2009), 33-51. 
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要が何十年もかかり定着した例が示すように，

新商品の開発には，当該商品の利用価値を宣伝

したい生産者とそれを見極める消費者との間の

情報交換が不可欠であり，交渉にも似たそうし

た長期のやりとりがどこよりも集中して可能

だった場所は，質のよい多くの商業情報が効率

よく入手できるロンドンをおいて他に見あたら

なかったからである。実際，イングランド中部・

北部の工業化が進む一方で，王国最大の工業都

市ロンドンの地位は揺るがず， とりわけ増え続

ける手工業製品の種類は群を抜いていた25)。

産業変化の都市への影響は，首都圏に限らず，

地域性を反映しながら地方都市でも顕著に見ら

れた。言うまでもなく， 17・ 18世紀都市史に

おいて最も目だった動きの一つは，地理的条件

の強みを活かした新産業都市の急成長である。

例えば，イングランド北部の織物工業都市もさ

ることながら，西部ミッドランドの小さな市場

町に過ぎなかったバーミンガムやウォールソー

ルが，付近から採取される鉄鉱石，石炭，木材

を利用し金属工菓都市として急成長した経緯

は，本格的工業化の到来を告げる現象としてよ

く知られている。造船業が盛んなチャタムや

ポーツマス，プリマスはやがて七つの海を席巻

するイギリス経済の象徴的産業都市へと成長す

るのである26)0 

こうした新興都市の台頭をよそ目に中世に栄

えた地方の中心都市も，変わりゆくイングラン

ド経済への適応を迫られることになる。ニュー

カスルは鉱物資源の埋蔵地として，また，ノリッ

ジは椀毛織物工業の拠点として産莱基盤を整

25) Styles (2000), 129, 140-8. その一方で運

搬費用の低下にともない生産コストが安い地

方産業との競合は，徐々に首都の絹織物業，帽

子製造業，皮革業への打撃となり， 18~19世

紀に首都の製造業部門は，流通，とりわけ，サー

ビス業に経済機能の重点を譲り渡す傾向に

あった。 Schwarz(1992), 11-4, 31-42. 

26) Clark and Slack (1976), 36-9; Corfield 

(1982), 22-3, 44-5. 

え， ヨークは工業都市としての機能を他へ譲り

サービス業中心地へとその役割を変化させて

いった。イングランド南西部の州，デヴォンの

中心都市，エクセターは近世を通じて基幹産業

を維持し続けた古い都市の好例であろう。 17

世紀後期，同市では，伝統的カージー織に代わ

る比較的軽く丈夫な椀毛織物の一種，サージ織

の生産が新たに伸びていた。 16世紀に同地域

で生産されるようになったこの新毛織物は，制

定法やマーチャント・アドヴェンチャラーズ・

カンパニーの影響が及びにくくエクセターとそ

こから北へ20キロ程離れた都市，テイヴァト

ンの商人によって非公式に広められたが，やが

て1688年の法律により，デヴォン産のサージ

織に限りロンドンを通さずエクセター経由で輸

出できるようになる。その結果，エクセターは，

良好な水運・陸路を利用できる抜群の立地条件

に恵まれて大陸諸国への主要輸出港となっただ

けでなく，テイヴァトンとともに縮絨・染色を

含む仕上げ工程の地として繁栄し続けたのであ

る。新産業を開拓したエクセター商人の中には，

後の金融業で名を馳せるベアリングもいた27)0 

エネルギー資源や海運へのアクセスが容易な

地理的環境はその地に工業の成長を促す。しか

し，特筆すべきは，中世と同様，かかる条件を

満たさぬ不利な環境に置かれた都市にも手工業

の定着が見られたことである。王国の都市工業

の歴史的コンテクストの裾野を広げたのは， 12

~13世紀に経済の基礎をつくり，再び 16世紀

以降人口増加と市場の拡大という国内の経済

事情を活かし産業を集積させた内陸の諸都市で

あった。例えば，食品加工ではグロスターが顕

著であり，織物産業では毛織物の仕上げ工程が

盛んなシュルーズベリが目立ち，さらにレース

編業で伸びるノッティンガムや絹織物業が集ま

27 -

27) Hoskins (1935), 11-17, 37, 47-49. 14世紀後

半以降，デヴォンの中心都市としてカージ織の

仕上げおよび流通機能を担ったエクセターの

動向については，安元 (1982),179-223を参照。
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るダービーなどがそれに当たる。

17世紀に生産量が増加し始める靴製造業の

繁栄は，工業製品の域外市場の拡大が内陸のエ

業都市に有利に働く事例としで注目される。製

靴業は古くは主に地域内で予約注文に応じ生産

する伝統的手工業の典型であったが，近世イン

グランドでは，はじめは軍服の需要に合わせ製

品の規格化が進み， 18世紀には新大陸からの

需要増に対応して既製品の生産が増加してい

く。 1757年に出された推定によれば，靴の輸

出量は年間で約 12万足に達したとされる。そ

の供給地の一つがノーサンプトンであった。同

市は畜産の盛んな周辺農村を背景に伸びる皮革

加工菓を礎に， 18世紀ロンドンで拡大する既

製品の廉価販売への需要に応えた靴製造拠点と

なる。かかる産業はナポレオン戦争の特需を経

た後もロンドンの製靴業とのパートナーシップ

をもとに伸び続け， 19但紀末にはロンドンを

押さえて近隣のレスター (Leicester) とともに

最大の靴製造拠点へと成長するのである28)0 

地域内外に向けた食品加工業や手工業の盛衰

を映し出すイングランド中恨都市の地理的分布

は，近世後半には国内外から刺激を受け新高品

の生産を可能にする好条件を備えた新都市を加

え，工業化を反映した都市分布へと大きく書き

換えられていった。とはいえ，エクセターやノ

リッジなど中世経済で上位を占めていた地域の

基幹産薬の中心地がすべて埋没したわけではな

い。中世後期の停滞期を経て新たな「ものづく

り」により息を吹き返すこれら主要な自治都市

には，近世になってから伸びる新興都市にはな

い好条件がはじめから整っていた。そこでは，

公式，非公式に機能する市場などの流通インフ

ラの他に，新産業に応用可能な手工業技術の蓄

積が進んでいただけでなく，近隣で商関係を結

ぶ場となる小都市や，労働力と原材料を供給す

る農村が付近に点在し，それらとの長期間にわ

たる経済関係が築かれていたのである。こうし

た経済条件と並んで， とくに自治都市の工業を

特徴づけたのは，都市杜会の礎石を設えるよう

その営みを方向づける洗練された制度の蓄積で

あった。

III. 都市工業の制度基盤

前節で見たように，イングランド都市の勢い

を工業の発展と重ね合わせてみれば地域の必

需品需要を満たす加工業の伸びに始まり，域外

市場向け製造業の発展， さらには，海外市場の

拡大へ順応した，諸都市の様子が浮かび上がる。

工業の盛んな人口密集地の数と大きさは，工業

発展の重要度を知る上で貴重な目安になるであ

ろう 29）。しかし，工業を都市史の文脈でとらえ

るときに肝心なのは生産・消費の主体者数の増

加に合わせて出現する特別な社会環境に着目す

ることであり，その内容を逃さず掴まなければ，

工業都市の数量を把握する意義も半減しかねな

い。本節では，そうした社会環境づくりの主体

者と彼・彼女らを取りまく法制度に焦点を絞り，

工業史の意義について都市史の観点から視野を

広げて考えてみたい。

1. コーポレーション，王権，議会

イングランド諸都市の中でも行政的に最も進

んだ自治都市ば法人格に裏付けられた公の政体

を有する。その歴史を通してエ菓に目を向ける

目的は，私的な動機で始まる生産活動がやがて

法制度をもとに公に律せられる様子を掴み，や

がて経済に後押しされ，公と私との依存関係が

常態となる過程を見定めることにある。それに

はまず，都市工業と公権力との接点を具体的に

29) 人口数と課税資産額をもとにした中世都市

の順位については， Dyer(2000) を参照。かか

る順位は都市工業の集積度の違いを直接示す

わけではないが，前述の主要織物工業都市が上

位を占めている点は注目される。28) Riello (2006), 48-9, 225-32. 
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把握する必要があろう。本節ではまず，地域の

利害を代表する都市コーポレーションと王国全

体のそれを司る王権・議会それぞれの動きに着

目し，法制度づくりをめぐり協調と対立，交渉

を繰り返す両者の関係から，都市工業の公式性

が明瞭になる様子を考察する。

人材，資金，情報が集まる都市では高度な手

工業技術の蓄積と付加価値製品の生産が進む。

そうした技術は，「クラフト」，あるいは，「ミ

ステリー」という用語に含意されるように，高

い技能を持つ手エ梁者一人ひとりによって磨か

れ，それゆえに業者個人の「所有」ととらえら

れがちである。しかし，都市工業において着目

すべき側面は，個々の技能が公共の目的に活か

されるよう工夫された社会のあり方である。例

えば，親方識人は，個人の利益と住民全体の福

祉を両立させる思想に沿って活動し，受け入れ

る徒弟の名前を公文書に登録し正式に契約を結

び，徒弟は一人前になると都市コーポレーショ

ンに技能の認定を求め経済的に独立する道を辿

る。しかもその徒弟にとって，それは市民権を

取得することであり，市内外で認められる政治

的杜会的地位を築くことでもあった。このよう

に，都市の工業には，公と私を接続する制度づ

くりという社会的意味が織り込まれていた。

一方，都市工業の社会性に法や特許状の裏付

けを借りて公式性という衣を着せるには王国政

府の力が欠かせない。中世の時代，織物工業は，

都市工業と王権との結びつきが強まる最も顕著

な例であろう。それは国王の購入する大量の織

物製品が主に都市市場を経由して供給されたと

いう理由だけではない。戦費調達に苦しむ王国

の財政収入源となるよう毛織物の布地の幅を統

ーし，違反者から罰金を徴収する試みがなされ，

また，主だった都市でその職務にあたるよう国

王により任じられた役人によって織物取引の詳

細が記録されるようになったからである30)。実

30) 例えば，王国内で流通する毛織物の布地幅

は2ヤードと定めた 1196年の織物規格統一法
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際には国王自ら規格外の織物を購入し続けた

り，記された罰金徴収額の数字が不正確であっ

たりするなど制度は不完全であった31）。しかし，

それでも織物工業が明示的に公益に結びつけら

れた数少ない庶民の営為となったことは間違い

ない。とくに織物工業の規格化の流れは，工業

発展を都市史の文脈でとらえる意義を鮮明にす

る。なぜなら，織物の品質および流通管理体制

を構築し維持する権限と，それを手に入れるこ

とにより高まる都市自治の実践との間には自ず

と密接な関係が生じるからである。ここに，都

市工業の公式性を論じるコンテクストが芽生え

ると言えよう。

近世の時代に移ると，雇用や技術，賃金の動

きをどこよりも厳しく監督するため整えられた

都市のルールづくりは国の諸制度づくりへと

書き換えられる傾向が徐々に強まる。その背後

には，「行政革命」を皮切りに枢密院の命で地

方のエリート層による委任統治が進む政治的変

化があった。また，経済的視点で王国全体を見

渡せば，域内の都合で規制される国内の生産領

域から重要度を増す他国との貿易へ経済の基軸

が移る中，ロンドンを中心に国内外に適用され

うる議会制定法の影響力が強まるトレンドが目

に入る32)。王国政府による地域経済への関与は

新しいことではないが，長い 17世紀を国家形

成の時代と位置づけるならば，そうした動きが

顕著になるのは不思議ではない。

例えば，当時の代表的な織物工業都市， ウス

ター (Worcester) は，その近隣の小都市，イー

ヴシャム， ドロイトウィッチ，キドミンスター

(Kidderminster)，ブロムズグローブとともに，

に始まり， 1279年にはかかる法定規格を満た

しているか確認する検査官aulnagerが任命さ
いち

れ各市での監視を強化する命が下る。 Bridbury

(1982), 49-50, 106-8. 

31) Cams-Wilson (1929), 114-23; Bridbury 

(1982), 108. 

32) Cooper, (1970), 74. 
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地元の伝統的毛織物工業が農村へ拡散するのを

食い止めるべく施行された 1533年の制定法に

守られ，衰退を免れた。しかし，政府の産業的

パターナリズムは，地元の意向に沿うものばか

りではなかった。毛織物の品質の差別化を意図

した 1551年の制定法では，ウスターで生産で

きる織物はグロスタシャ産やウィルトシャ産の

それよりも重い織物に限ると命じられたのであ

る。その結果，価格競争力の低下を懸念するウ

スター市自治体は， 1557年に譲歩案をとりつ

けるまで規制の緩和を求めて枢密院への働きか

けを余儀なくさせられることになる33）。一方，

エクセターでは品質管理を強制する法の対象と

ならないサージ織の生産が，都市コーポレー

ションと中央とのパイプづくりを促した。 1620

年に法人格を求める同市織布工，縮絨工，剪毛

工カンパニーが，サージ織を含む全ての毛織物

の品質管理は「公共の利益」になることを主張

し，それを受けて，チャールズー世治世下，エ

クセター政府はサージ織規制を制定法とするこ

とを求めていく。さらに， 1640年の王立委員

会 (royalcommission)でもエクセターをはじ

めトットネスやテイヴァトンなど各織物工業都

市の生産者への法人格付与の必要性が唱えら

れ，織物の品質管理という名目が一地域の利害

を越えて共有されるようになった34)0 

こうして，都市コーポレーションは毛織物工

業という地域の基幹産業にいかなる秩序を与え

るかをめぐり王権と対峙し，公の場でその論理

と政治力を試されることになるのである。それ

はまた，工業生産という， もともと私的動機で

行われる経済的営みが，都市コーポレーション

の枠組みを借りてその公式性を強めていく過程

でもあった。

ところで，近世都市の「公式な領域」を長い

スパンで考察すれば，その領域は，上から「国

33) Dyer (1973), 113-4. 

34) Hoskins (1935), 14-7; Youings (1968), 51-2, 

59-62. 

家形成」の圧力を受ける傍ら，下からは，伝統

的経済行政の仕組みを離れ勢いづく工業生産の

うねりに晒されていたことがわかる。 16世紀

以降強まる制定法と治安判事の力，また，都市

改良を主目的に 18世紀後半に設置された改良

委員会の影響力などは，前者の流れに勢いをつ

けたであろう 35）。一方，後者の経済動向は，職

種の幅が広がり，商工業の活動領域が都市郊外

へと拡大した結果，最早産業規制を有効に行え

なくなった都市コーポレーションの力が弱まっ

ていく様子に顕著に現れる。 1666年のロンド

ン大火直後に建物再建のために働く無資格者に

市民権を付与する再建築法 (theRebuilding Act) 

に後押しされ，急逮，ロンドン当局は産業規制

の緩和を迫られた。その効果は， 1675年から

1680年までに 1万人以上が新たに有資格者に

なった様子からもうかがえよう。しかし，裏を

返せば，それは，違法な手工業者の増加を最早

抑えられなかったそれまでの統治の不始末を露

呈したことになる。 1712年にロンドン・コー

ポレーションは再び無資格の手工業者らの摘発

に乗り出したが，今度は私的所有権に配慮する

制定法の壁に阻まれて不首尾に終わった。長い

18世紀の時代には，それまで工業に社会的意

味を付与してきた都市コーポレーションによる

産業規制の力さえ目に見えて弱まりつつあった

のである36)。

しかし，都市コーポレーションは中央政府の

筋書きに沿った統制下で勢力が鈍るものの，か

かる都市の経済は，国制と，その範囲から外れ

た私的生産活動へと分極していったとは言えま

35) Innes and Rogers (2000), 533, 536-7, 545-7. 

ただし，名誉革命以降に急増する立法は個人

的，地域的利権の確保に促される傾向が強かっ

たため，プリテン王国全体を網羅する「国家的」

経済政策ではなく，それぞれの法の適用範囲は

主に特定の地域に限定されていたとされる。

Hoppit (2011), 315-8. 

36) Kellett (1958), 381-3, 385-6. 
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い。というのは国政と王国経済のいずれもが

それまで以上に活発化する長い 18世紀という

新たな局面を迎えていたとはいえ，公権力のも

とに生産者をして都市民の意向を取り持ち．社

会的機能を担うようにし向けた，「中間組織J
としての都市コーポレーションの役割が急激に

失われたとは考えにくいからである37)。実際

産業規制に地元の都市コーポレーションの利害

が色濃く反映され続けた様子は議会制定法が

地域的個別法律 (localact) という形式で立法

化された経緯によく表れている38)。ヨークシャ

では織物の規格をめぐる度重なる議会制定法の

改訂がなされ治安判事を中心とする産業規制が

進められたが， リーズでは，少なくとも 18世

紀の半ばまで都市コーポレーションが地場の毛

織物工業への規制主体として影響力をふるい，

市内に複数設立され毛織物の品質管理と徒弟制

の維持を促したクロス・ホールの設立にも寄与

していた39)。生産量の増加と流通経路の地理的

拡大を背景にして産業規制の正当性が失われて

いたにもかかわらず，公と私とを結びつけ工業

37) Hohenberg (1991), 167-9; Innes and Rogers 

(2000), 548.ヴィクトリア朝後期における工業

都市では，人口とビジネスが集中するゆえに効

果が発揮される商関係と信用のネットワーク

を基盤に都市コーポレーションや種々のヴォ

ランタリー・アソシェーションが組織され，急

激な経済成長下に発生しやすい経済的不確実

性の問題が緩和されていたとする指摘は興味

深い。 Reederand Rodger (2000), 553-7, 585, 

589. 

38) 四季裁判所や治安判事の裁定は全国的な判

例となることは無く「地方色」は鮮明に残され，

都市制度が均ー化することはなかったと論じ

られた。 Webband Webb (1922), 352.こうした

事情を背景に浮かび上がる，自治都市民のロー

に杜会的意味を付与する都市コーポレーション

の弱体化を示す時計の針はごくゆっくりとしか

進んでいなかったと考えられる。

では，なぜ都市工業の伝統的制度基盤は長い

間継続したのか。その答えの手掛かりは，柔軟

な機能を有する都市制度と，その下で生産を

担った野心的な親方職人，女性，移民との関係

に見出すことができる。

2. クラフト・ギルド

ボランタリー・アソシェーションの先駆けと

目されるクラフト・ギルドではあるが，工業化

の文脈では，その役割に積極的評価が与えられ

ているわけではない。まず， 自由主義経済思想

に組みする歴史観の下で，クラフト・ギルドは

経済成長の阻害要因としてとらえられることが

多い。「品質管理」のレトリックを用いて営業

独占や取引規制を正当化するギルド組合員の理

屈によって，生産コストは高くとも容認され，

イノベーションが抑制され，さらに，消費者選

択の幅も狭められたと考えられたからである。

消費市場が拡大し多様化する近世後半には，職

能を独占し既得権擁護を目論む組合員らの政治

性だけが目立つようになる。その結果，市場の

拡大という経済環境の変化へ生産コストを節約

して対応した農村工業とは対照的に， これまで

クラフト・ギルドが市場のニーズに応える産業

組織として注目されることは少なかった40)0 

また，経済秩序の観点からは，市場取引の大

規模化へ適応できないクラフト・ギルドの管理

組織上の弱点が強調された。とくに，他業種か

ら入り込む，無資格の生産者が後を絶たない近

世後期に，クラフト・ギルドによる産業規制の

限界が露呈したことはよく知られている41）。し

カル・アイデンテイティについては， Sweet 40) クラフト・ギルドの規約に関する詳細な研

(1998) を参照。 究については，酒田 (1991),146-60を， また，

39) Heaton (1965), 365-8, 372, 406-18.クロス・ ギルド制をめぐる争点については，川名 (2010),

ホールの詳細については，坂巻 (2009),241 86-90を参照。

~55頁を参照。 41) Heaton (1965), 309-10; Epstein (1998), 706. 
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かし，早くから開かれた市場をもとに経済が進

展するイングランドでは地元の手工業者の利

害を守るために組織化されたクラフト・ギルド

の管理能力には，そもそも初めから限界があっ

たと言えよう。とりわけ流動的な都市経済にお

いて品質や価格の管理が困難であったことは否

定できまい。都市では不規則に出回る商品や工

業原材料をめぐり不特定多数による取引が常態

化し， しかも，そこでは当事者の信用のもとに

それが行われたため，品質や数量を確認しなが

らその場で現物取引がなされるとは限らない。

実際には住宅内のプライベートな空間で売買が

頻繁に行われていたこともわかってきた42）。一

方，各人一職を旨とする職域規制にもかかわら

ず，都市民の間で公には承認されない非公式な

副業を営む者は多かった。例えば， 17世紀の

レスターで成長した靴下製造業は，都市民のサ

イドビジネスとして市内外に広まる新興産業の

好例であった43)0

近年，これらの見解を受けて，ギルドの経済

機能が見直されつつある。その修正論によれば，

発展途上の中世・近世ヨーロッパ経済において

手工業者らは2つの問題に直面していた。まず，

生産者（販売者）と消費者間の情報の非対称性

は著しく，その結果生じる取引上のトラブルか

ら両者を守る法整備も未熟であった点が挙げら

れる。これに対処しうるギルド制は，製品の質

を管理し親方資格者とその監視下にある者の信

用を高めることにより取引を促進する効果を発

揮したという 44)0

もう一つの問題は，個人の生産技術を守る知

的所有権法がなかったことである。そもそも知

的所有権の概念は当時の手工業には馴染まな

い。なぜなら，そこでは，技術革新が不特定多

数の職人により小刻みに進み，人から人へ実践

を通して伝えられるという作業が一般的であっ

42) Kawana (2006), 334-7. 

43) 川名 (2010),120-1. 

44) Epstein and Prak (2008), 13. 

たからである。そうした現実を踏まえ，高い技

術と知識に依存する手工業者の立場を守ったの

が，ギルド制の柱となる徒弟制度であった。親

方資格を得るのに必要な同制度は，不確実性が

つきまとう徒弟教育，職人の地域間移動，新参

者の受け入れなどに秩序を与え，それゆえ技術

の円滑な継承を促進する効果があった45)。徒弟

制へ依存する誘因はそれだけには留まらない。

徒弟の多くは途中で奉公を打ち切り都市内外へ

散らばっていた実態が，近年，明らかにされ注

目されるが，それでも安い労働力を手に入れら

れる親方や将来社会的地位を確保しうる若者に

とって徒弟制度の価値は大きかったであろ

ぅ46）。しかも，同制度では，保護される個人の

便益が結果的に地域のコミュニティーのそれへ

昇華するという働きも想定されていたと考えら

れる。

クラフト・ギルドに対する前向きの評価は，

さらに変化する市場への適応を試みる為政者

と手工業者個人の裁量の幅へも及ぶ。疫病の蔓

延により手工業者数が不足すれば，親方資格の

条件が緩和されたように現実にはクラフト・

ギルドの規約や法は緩やかに運用されたとい

う。ギルドの保守性には，労働管理のコストを

高める極端な規模の不経済を避けるねらいは

あったがその結果，新商品の開発や生産プロ

セスの合理化が制約されたわけではなかっ

た47)。前述のサージ織のように16~17世紀に開

発された「新毛織物」は都市コーポレーショ

ンとクラフト・ギルドの足もとで進められたプ

ロダクト・イノベーションによる成果の好例で

あろう。一方，生産効率を上げるプロセス・イ

ノベーションの証拠を掘り起こすのは難しい。

しかしながら，親方個人の仕事場を拡張せずと

も，「下請け」を利用し増産や品質の差別化を

45) Epstein (1998), 687-9; Epstein and Prak 

(2008), 5-9, 14-7. 

46) Minns and Wallis (2011), 1-24. 

47) Epstein (1998), 688-9, 695-6. 
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促し，その一方でリスクの分散を図ることは，

ギルド制の下でも可能であったという 48)。従来

とは異なるスタイルや品質への需要が高まる

18世紀ロンドンの消費財市場を前に，ロンド

ンの製靴エらは地方の製靴業者ヘ一部生産を委

託する必要性を十分認識し，実際にそうする者

も少なくなかった。さらに，彼らは，ロンドン

製の商品との差別化を可能にする廉価販売の

ニーズを感じれば，個々の仕事場の他に倉庫

(shoe warehouse) で直売を始めたり，遠く

ウェールズに住む職人から安く仕入れたりする

こともあったのである49）。こうした研究成果か

らは，横亜びと考えられがちなギルド構成員間

には実際のところ技術・資本格差はもちろん，

市場への対応の仕方にも差が見られ，個々に異

なる信用のネットワークが構築されていた都市

手工業の実相が浮かび上がる。

当時の経済的コンテクストに則した，クラフ

ト・ギルドに対する上述の見方は，先行する消

極論を翻し，取引費用の節減にその主たる存在

価値を認める積極論を展開する50)。見解の相違

は，クラフト・ギルドのような複雑な組織に，

立場の違う生産者・消費者，はたまた地域経済

全体に与えるその効果を推し量りながら，経済

合理性の存否を一貰して見出す難しさを反映し

ていると言えよう。一方，手エ菓者らによって

市場にもたらされる「生産効率」は組合員規約

に明示的ではないものの，市場の動きに順応す

る業者を不問に付す柔軟性をクラフト・ギルド

がはじめから内包していたことを示唆しており

注目される。なぜなら，そのような性質にこそ，

公権力が求める厳格な統治機構と，臨機応変で

「非公式」な経済活動とが混在する中でつくら

れ，運用された制度の真の働きを見出すことが

48) Lis and Soly (2008), passim, 

49) Riello (2006), 96-8, 179-81, 184, 

50) 積極論に対する反論については， Ogilvie

(2004)を参照。

できるからである51)0

3. 都市の非公式性 女性と移民一一“

都市工菓の特質は，高度に組織化されながら

も公益と私益が混在する場で都市経済につきも

のの「非公式性」へ適応しうるその柔軟性に表

れることを前節で述べた。クラフト・ギルドか

ら目を転じ都市全体を見渡せば，その特質はさ

らにはっきりするであろう。というのは都市

が，杜会秩序を維持するコストを払わず社会的

地位が定まらない多くの都市民や移住を繰り返

す無数の老若男女の暮らしを含んでいたからで

ある。都市のビジネス・コミュニティーは公の

ルールを支える男性定住民の他に，こうした非

公式なアクターをむしろ構造的に必要としてい

たのである。

組織運営を比較的富裕で地元に長く住む男性

の世帯主に任せるクラフト・ギルドは，都市工

リートの人材プールとして機能した。そこには，

政治経済両面で特権を有する都市民とそうでな

い者とを区別する作用があって，後者は著しく

軽んじられていた。したがって，クラフト・ギ

ルドの働きを額面通りに解釈すれば，都市に住

む女性や移住民の政治参加が阻まれていた事実

に合わせてそうした人々の経済的貢献の度合い

は著しく過小評価されることになる52)。ところ

が，実際には，織物工業において典型的なよう

に，女性が手工業に携わることは中世の時代か

ら珍しくはなかった。そのエ程の中で最も労働

集約的な織糸の生産に男性より安い労賃で不規

33 -

51) Epstein (1998), 698;川名 (2010), 103-7; 

Minns and Wallis (2011), 19-20. 

52) 市政に寄与する男性中心のクラフト・ギル

ドの機能については， Phythian-Adams(1979), 

118-27;酒田 (1991),35-41を参照。ただし，

事例は少数ながら女子も徒弟として受け入れ

られ，後述の如く，定住を認められて地元民を

徒弟として採用した移民もいたように，クラフ

ト・ギルド自体は女性や移民の排除を目的とし

ていたわけではない。 Burnette(2008), 237. 
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則な労働環境に適応する女性を数多く雇うこと

ができたことは，織物工業の成長を促す基本的

な条件であった。一方不安定な国際市場へ依

存するがゆえに景気の波を受けやすい同産粟に

とって，移民がもたらす新技術は産業不況脱出

のための有効な切り札となった。

ギルド制の外側で展開した女性の経済活動は

公の資料に残りにくく，そのスケールを把握す

るのは難しい。しかし，産業革命期に機械の導

入や素材の変化の煽りを受け女性が労働機会を

奪われる経緯について分析した近年の研究によ

り，機械化以前にはすでに，ウスターの手袋製

造梁やシェフィールドの金属加工業，グロス

ターやブリストルのピン製追業で，多くの女性

が雇われていた状況が効果的に浮彫りにされ

た53）。中枇・近世の都市工業に共通していたの

は，織物工業および仕立業に従事する女性が目

立つ傾向であり，それは，関連する商品市場の

拡大もさることながら，低賃金の労働集約的な

職業に女性の労働需要が集中していた実情を物

語る。例えば，中世のエクセターとヨークでは

女性紡糸エ (spinner)や裁縫婦が際立ち， 17世

紀末のロンドンには絹紡糸エ (silk-winder) や

ドレスメーカーとして働く女性が多かったこと

が知られている54)。ミッドランドの主要都市

ノッティンガムやレスターを中心に広がった伝

統的家内工業においてプロダクト・イノベー

ションを駆使し 18世紀後半の最盛期を迎えた

靴下製造業を下支えしたのも，女性の労働で

あった55)。

都市では，夫婦が異なる職に従事していた例

も少なからず見られた。たとえば， 1382年に

ロンドンでイザベラという女性は，夫ジョンの

職薬と別の毛織物工業で働き， 68ポンド相当

53) Burnette (2008), 49, 64. 

54) Kowaleski (1986), 152,155; Swanson (1989), 

30-1, 35-6; Earle (1989), 339-41 ; Goldberg 

(1992), 97, 99, 118-20, 122-3. 

55) Chapman (2002), 59-61, 64. 
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もの未仕上げ織物を縮絨工へ運び入れていたこ

とが記録されている56)。1540年代，デヴィーゼ

スの寡婦は，グロスタシャの織元へ多種類の広

幅毛織物を搬入する約束を取り付けていた。証

拠は断片的ながら， こうした例は，既婚女性の

経済的独立を認めないコモン・ローの印象とは

馴染まず，そのことを容認する都市の慣習の実

践例として注目される57)0 

しかし，その一方で，長い 18世紀における

ロンドンの産業構造に関する詳細な研究によれ

ば，女性の就労状況は一部の職種に偏る傾向が

強く，働く女性の数は多かったにもかかわらず

徒弟制度を経験した圧倒的多数の男性名で占め

られる正式なカンパニー史料に，女性の名前は

わずかしか見出せないという。徒弟制の対象と

なる織布工や仕上げ工を名乗る女性のほとんど

が亡夫の職を継いだ寡婦であったように，女性

の仕事が男性職の補助に留まるという傾向も根

強く残る58)0

このように，地道な実証研究の積み重ねによ

り中世・近世におけるイングランド女性の経済

活動の様子は少しずつ明らかになりつつある。

個人の技量が徒弟制を通じ公に品質を誇る職人

技の評価へ上昇転化する都市では，女性職の経

済的・社会的位置づけを示す具体例がとりわけ

目を引く。しかし，都市手工業を全体として見

れば，その営みは，クラフト・ギルドに属さず

徒弟制を経ない女性の「非公式な」労働力をか

なり当てにしていたことはほぼ間違いなかろ

う。

ところで，外国の高い技術の模倣や導入は，

56) McIntosh (2005), 217. 

57) Kowaleski (1986), 146, 220; Burnette (2008), 

279. 

58) 当時女性が多様な職種で雇われていた形

跡が少しずつ発見されていく一方で，一部の職

に偏るロンドン女性の就労のあり方には 19世

紀に至るまで大きな変化は見られなかった。

Earle (1989), 341-2; Schwarz (1992), 19-22. 



どの工業発展においても不可欠な初期条件であ

る。 16世紀後半から 17世紀前半にかけてイン

グランド製織物の再生が宗教的迫害を逃れ海峡

を渡ったプロテスタント教徒の技術を取り入れ

て進んだ事実はよく知られている。しかし，そ

の技術移転はスムーズに進んだわけではない。

ロンドンに住み着いた外国の職人は，新たな移

民が減少する 1590年代までは，技術移転を促

進したい枢密院やロンドン市当局の政策意図に

反して地元のイングランド人徒弟を受け入れな

い傾向にあったという。一方，地元民も移住民

に寛容であったわけではない。地元民の既得権

を侵害する虞があれば， 1590年代以降，ロン

ドンのマーチャント・テイラーズ・カンパニー

がそうしたように仕立業の外国人排除を訴え議

会へ法案提出まで行い，外国人はギルド制に保

護されない不安定な職へ追いやられる運命に

あった。増え続けるロンドンヘの移民の一部を

1561年に受け入れたサンドイッチ市では，当

初，新毛織物の生産技術を持つ者に限定しよう

と試みたものの，政府により割り当てられた人

数をたちまち超え，移民の数は 1574年には同

市人口の半数以上にあたる 2千4百人へ膨れあ

がった。その結果， 1570年代以降今度は地

元民の不満を招き，結局，移民技術者らを大陸

へ流失させてしまったのである59)。

都市史の観点から注目されるのは，こうした

摩擦を予期しながらも，宗教移民の受け入れと

いう信仰上の事由を技術移転と貧民の雇用拡大

という経済的・社会的インセンティブで包み込

み，枢密院との協調を維持しながら，彼・彼女

らの定住を正当化した目先の利く都市コーポ

レーションの施策である。中世以来，外国から

の手工業者が数多く住み着いていた首都ロンド

ンでは 16世紀前半にプロテスタント移民が増

え始め， 1550年のエドワード 6世による奨励

策により受け皿となる独立教会が設立され，増

59) Luu (2005), 71-2, 126-7, 130-1, 118-9; Goose 

(2005), 20. 

加に拍車がかかったとされる。グースの推定に

よれば， 16世紀後期から 17世紀前期にかけて，

ロンドンの外国人移住者の数はおよそ 8千から

1万に達していたという 60)。こうした移民の増

加はイングランド国内外の宗教政策の事情によ

るところが大きいものの，ロンドン市自治体は，

貧民もイングランド人も徒弟として積極的に雇

い入れるよう住み着いた外国の職人に働きかけ

ることにより，事実上，彼．彼女らを社会内部

ヘ包摂する政策をとっていたと考えられる。

一方，首都の負担を緩和すべく移民をロンド

ンから地方都市へ移住させるという政府の大方

針を背景に，移民を積極的に受け入れた地方都

市には，伝統的織物工業の不振と経済機能のロ

ンドンー局集中という弊害による難局を外国人

移民の技術に依存し打開したいという思惑が

あった。サンドウィッチに続いて，ノリッジ市

自治体は， 1565年に杭毛織物の高い技術を持

つフランドル人のコミュニティーを地元につく

ることを目的にノーフォク公爵の庇護のもとエ

リザベス女王から開封勅許状を取得した。その

結果，市内は，ピーク時に同市総人口のおよそ

3分の 1にあたる 4千6百人の移民で占められ，

織物生産量も急増する。 17世紀に入ってから

同市は，ワロン人を中心に種類と価格競争力で

秀でた新毛織物，ノリッジ・スタッフの生産拠

点となるのである61)。ベイ織の中心地として

1680年代まで織物工業を成長させ続けたコウ

ルチェスター市は， 1561年にオランダ人移民

の受入許可を枢密院へ請願し， 17世紀半ばに

おいて移民の数は 1千5百人規模に到達したと

される。 18世紀まで長期にわたり存在感を示

したカンタベリーの移民コミュニティ一定着

も，当該コーポレーションがサンドウィッチに

いたワロン人からの受け入れ要請に前向きに応

えたことに始まる。その数は多いときで当該都

60) Goose (2005), 16; Luu (2005), 91-9. 

61) 安元 (1982),134-57; Goose (2005), 18; Luu 

(2005), 72-3. 
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ヽ
市人口の3分の 1以上にあたる 3千に達したと

推定される62)0

このように，都市工業は，性別や出自を問わ

れ公に認知された地元の男性手工業者とは別に

種々の社会的プロフィールを有する経済主体が

住まう豊かな社会環境を巧みに利用しながら発

達していたのである。そこでは，秩序維持の社

会的費用を支払い，政治経済を動かしながら，

公的制度に取引費用の節減を委ねた男性市民

が，はからずもかかるギルドの主たる構成員で

はない女性や移民を取り込むことで繁栄してい

た。その意味は小さくはあるまい。なぜなら，

大都市の経済を見る限り，一部の受益者を保護

する法律や規約の文言を額面通りに解釈するだ

けでは生産活動の合理性を説明しきれない可能

性が高まるからである。

結び

イングランドの工業と都市それぞれの歴史

は．「産業革命」の時代より何世紀も前から広

く重なり合っていた。まず経済面を見れば．農

産物を加工し生計を立てる都市民の数は 10世

紀頃から増え始め，平行して手工業製品の取引

も都市を中心に活発になった結果，都市経済の

重要度は総じて大きくなっていった。続く織物

工業など域外市場に特化した生産活動の情勢

は，首都ロンドンはもとより地方の大都市の経

済動向を，さらには，小都市のそれを左右する

ことになる。国内外の必需品需要の伸びや

ファッションの変化を背景に近世に勢いづく新

産業の数々もまた，中世末の停滞期を脱した都

市経済の再生へ寄与していたことがわかった。

一方．制度面からは，私的な経済活動に社会

性と公共性を加味するその蓄積が都市において

進展する様が明らかになる。当初から織物工業

が主要都市に集中した背景には効率的に収入を

62) Goose (2005), 19-22. 

(592) 

確保したい都市コーポレーションの都合があ

り，一方，職域規制の裏には定住する男性市民

を中心に政治共同体を維持したいその思惑が見

え隠れする。それゆえ，毛織物生産を律するコー

ポレーションやクラフト・ギルドは取引費用を

減じる経済効果をもたらすとともに，それには

重要な社会的帰結が伴っていたと言えよう。そ

の帰結とは，私益の論理を公益のそれへ上昇転

化する仕組みやルールをどこよりも早く制度と

して定着させる公式な経済領域の出現を促した

ことであった。

都市史の深層に迫る意味において都市の公式

領域が肝心なのは，かかる領域がそこにある仕

組みやルールの運用にファジーという柔軟な幅

を持たせて都市の非公式性を浮彫りにするから

である。コーポレーションやギルドの保守性や

集団主義にもかかわらず，個々の親方やジャー

ニーメンの技量と資産格差は大きく，イノベー

ションに取り組む個人の力量の幅が広がった様

子も明らかになりつつある。一方，ギルドに加

入せず統治のコストを直接負わない女性や移民

の働きに産業が救われた事実も見逃せない。さ

らに，都市政府の管轄権が揺らぐ 18世紀には，

資格者と無資格者との間の線引きは益々曖昧に

なっていく。こうした事象のベクトルは，職の

公式性を志向する中世以来の都市経済の流れ

が，その後の国家形成の勢いにもかかわらず，

近世の末期までには産業発展とともに職の非公

式性が強まる新潮流へと変化していた様子を示

唆しており，大いに注目される。

ここに，工業の発達という経済的事象から読

み取ることができる都市史のコンテクストが見

えてくる。中世・近世イングランドに起こるエ

業の歴史は，「最初の工業国」誕生を可能にす

る前提条件の探究に資することは言うまでもな

い。しかし，一国の基幹産業というものが制

度の蓄積という公式性と，その裏側にある非公

式性とが混在する都市独特の政治，経済，社会

の諸領域誕生にも深く関わっていたとすれば，
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工業の歴史は，かかる工業国最大の特色である

「都市社会」創成という都市史の一部であった

と理解してもおかしくはあるまい。思弁的見方

が許されるならば，「最初の工業国」の経済条

件は，はからずも「最初の都市社会」の歴史的

文脈をも準備していたと考えられるのである。
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